
布施　裕二
以前のマイホームの考えは、閉

鎖計画で「住戸と都市」「個人

と都市」を遠ざけてしまった。

ここでは以前の我が家の要素を

分離させ、各要素と通り（屋根

のない部屋）を直接結ぶことに

よって公共空間の中に個人空間

が存在し、自由に各要素に立ち

寄ることが可能である。家に住

むのではなく、街に暮らす。個

人個人の生活の流れに必要な要

素を自由に選びながら暮らす。

毎日違ったニュアンスの部屋

で、違ったコミュニティーのあ

る刺激的な生活があり、豊かな

人間関係が期待される。

指導＝関澤　勝一
私が毎日通る東海道線大船駅に

も、立派な駅ビルがJRと湘南

モノレールを結ぶコンコースに

面して建てられている。このコ

ンコースには夜遅くなるとダン

ボールを敷き、囲いをつくって

一夜を明かす人々がいる。時に

は二人で一つの囲いの中に肩を

寄せ合って寝ている。この風景

は、今ではめずらしいものでは

ない。誰も特別に興味を示さ

ず、チラリと横目で見て足早に

通り過ぎる。

布施君の作品をみて、私は

「Homeless House」という

ことばをつくりたくなる。家庭

のない「住まい」。彼の作品は

概念としては近代家族と近代住

宅はお互いに別々のものであ

り、核家族（Nuclear family）

とnLDK型（この表示方法は純

日本式表示である！）は別々に

存在することを主張しているよ

うに見える。社会と住居との相

互関係の変化を認め、その関係

をリストラ（restructuringの

日本式略語）しようとしている。

この作品は彼の概念をコンセプ

ト・ダイアグラム（概念図）と

して示したものであり、これを

もとにARCHITECTUREを造

り出すこと、つまり建築デザイ

ンをすることが布施君に課せら

れたテーマである。
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